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今年8月，新任上海日本国总领事片山和之
先生就任。经历了在北京的留学以及共3次在
驻华大使馆的工作后，这次是第5次在中国生
活。片山先生把在上海的公务称为“总结算”。 
其一是加强并给予上海及其周边4省的日本人
和日企更多的支持。其二是尽量与更多的中国
人，特别是年轻人进行直接的交流，同时将时
下的日本以及日本人的相关资讯传递给他们。
片山先生还表示，为了使更多的中国人能去到
日本，不仅及时有效地发放访问签证，还积极
采取多种措施，促进入境游，从而让人们更多
的了解日本的魅力，增加更多的日本粉丝。
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1960年広島県生まれ。京都大学法学部
卒業後、1983年外務省入省。1987年に二
等書記官として在中国日本国大使館に勤
務。その後、外務省アジア局中国課首席事
務官、内閣官房副長官秘書官などを経て、
1997年に一等書記官として再び在中国日
本国大使館へ。さらにアメリカ、マレーシア、
中国（北京）、ベルギーを経て、2013年より
在デトロイト日本国総領事。2015年8月22
日より在上海日本国総領事として上海へ。

かたやま かずゆき

前勤務地であるアメリカから、日本を経て上海へ。その際
「国によってマスコミの論調に温度差がある」と実感し
た。「日本国内は特に、中国に対して悲観的な論調が多
い。対中観も、対日観も、直接見ないまま判断しがち」。
中国を正しく日本に伝えることも、自身の役割だと話す

在上海日本国総領事

片山 和之氏

■ Conciergeビジネスインタビュー

ア ジ ア ン

ド リ ー ム
中国、そしてアジアへ

今年8月、新しい在上海日本国総
領事が着任した。北京での留学、
大使館勤務を経て、今回が5度目
の中国生活。自ら“総決算”と話す
上海での業務について話を伺った

現地交流を強化しながら
日本の魅力を直接伝え、
頼りになる総領事館を目指す

广告

入
省
直
後
か
ら
続
く
、中
国
と
の
関
わ
り

　

私
が
外
務
省
に
入
っ
た
の
は
、
今
か
ら
32
年
前
の

1
9
8
3
年
。
研
修
言
語
と
し
て
中
国
語
を
選
択
し
、

中
国
専
門
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。
今
で
こ
そ
メ
ジ
ャ
ー
な
外
国
語
と
な

り
、
中
国
語
を
学
ぶ
方
も
増
え
ま
し
た
が
、
当
時
は

ま
だ
、
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
と
異
な
り
〝
特
殊

言
語
〞
と
さ
れ
て
い
た
時
代
。
そ
れ
で
も
敢
え
て
希

望
し
た
理
由
に
は
、
近
代
史
に
お
け
る
日
中
関
係
の

歩
み
に
、
兼
ね
て
よ
り
興
味
を
抱
い
て
い
た
こ
と
、

ま
た
、
巨
大
な
隣
国
と
し
て
、
今
後
、
重
要
な
外

交
相
手
と
な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
と
考
え
て
い

た
か
ら
で
す
。
入
省
翌
年
の
84
年
よ
り
北
京
へ
留

学
。
そ
し
て
87
年
に
、
北
京
の
日
本
大
使
館
に
て
、

外
交
官
と
し
て
の
勤
務
を
始
め
ま
し
た
。　
　
　

　

留
学
か
ら
着
任
に
至
る
数
年
は
ま
さ
に
、
中
国

に
お
け
る
外
国
人
の
生
活
が
激
変
し
た
タ
イ
ミ
ン

グ
。
改
革
・
開
放
路
線
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
街
に

は
外
資
系
ホ
テ
ル
が
増
え
、
日
系
の
ゴ
ル
フ
場
が

現
れ
、
こ
れ
ま
で
娯
楽
の
少
な
か
っ
た
駐
在
員
の

生
活
が
一
変
。
さ
ら
に
留
学
当
初
は
ま
だ
、
中
国

人
と
外
国
人
の
接
触
の
機
会
が
限
ら
れ
て
お
り
、

現
地
に
居
て
も
両
者
の
間
に
ハ
ー
ド
ル
を
感
じ
て

い
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
数
年
内
に
は
、
同
じ
土

俵
で
対
話
す
る
機
会
も
増
え
、
よ
り
フ
ラ
ン
ク
な

関
係
性
が
築
か
れ
始
め
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
重

要
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
現
場
で
直
視
で
き

た
こ
と
も
、
非
常
に
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
89
年
よ
り
日
本
勤
務
と
な
り
ま
し

た
が
、
92
年
に
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
随
行
し

て
、
上
海
・
浦
東
エ
リ
ア
に
あ
る
農
家
を
訪
問
し

た
こ
と
も
印
象
深
い
事
柄
で
す
。
日
本
を
経
て
、

再
度
、
北
京
大
使
館
勤
務
と
な
っ
た
の
が
97
年
か

ら
99
年
。
そ
の
後
、マ
レ
ー
シ
ア
、中
国
（
北
京
）、

ベ
ル
ギ
ー
、
ア
メ
リ
カ
で
の
駐
在
を
経
験
し
、
満

を
持
し
て
今
年
8
月
、
5
年
振
り
に
し
て
5
度
目

の
中
国
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
上
海
で
の
勤
務

と
生
活
は
初
め
て
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自
身
の
こ

れ
ま
で
の
中
国
と
の
関
わ
り
や
知
見
を
活
か
せ
る

〝
総
決
算
の
場
〞
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。

在
留
邦
人
・
日
系
企
業
の
サ
ポ
ー
ト
強
化

　　

総
領
事
と
し
て
上
海
で
勤
務
す
る
に
あ
た
り
、

ま
ず
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
が
、
在
留
邦
人
と
日

系
企
業
の
サ
ポ
ー
ト
強
化
。
現
在
、
上
海
に
は
約

4
万
7
千
人
、
管
轄
す
る
周
辺
4
省
を
加
え
る
と
、

実
に
6
万
人
を
超
え
る
在
留
邦
人
が
居
住
し
て
お

り
、
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
多
少
の
減
少
は
あ
る
に
せ

よ
、
世
界
的
に
見
て
も
ず
ば
抜
け
た
数
字
で
す
。

当
地
で
生
活
す
る
う
え
で
直
面
す
る
生
活･

安
全

の
諸
問
題
に
当
た
り
、
総
領
事
館
と
し
て
も
可
能

な
限
り
の
支
援
を
す
る
こ
と
で
、
よ
り
皆
様
に
と

っ
て
の
〝
頼
れ
る
存
在
〞
を
目
指
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
2
万
社
以
上
に
の
ぼ
る
、
管
内
の
日

系
企
業
の
支
援
も
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
私

は
直
前
に
、
米
国
に
て
デ
ト
ロ
イ
ト
総
領
事
を
務

め
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
の
管
轄
で
あ
っ
た
オ
ハ

イ
オ
州
や
ミ
シ
ガ
ン
州
は
、
日
本
の
自
動
車
産
業

の
進
出
が
盛
ん
で
、
最
大
投
資
エ
リ
ア
の
ひ
と
つ

で
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
日
系
企
業
数
は

2
州
合
計
で
も
9
0
0
社
ほ
ど
。
上
海
の
そ
れ
と

は
ケ
タ
が
違
い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、
投
資
環

境
が
比
較
的
整
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
と
比
べ
、
中
国
は
ま
だ
、
投
資
に
関
す
る

整
備
が
不
充
分
で
あ
る
点
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
問
題
を
一
企
業
の
も
の
と
し
て
放
置

せ
ず
、
総
領
事
館
と
し
て
も
大
き
な
懸
念
事
項
と

み
な
し
、
投
資
の
円
滑
化
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

で
、
官
民
が
一
体
と
な
り
〝
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体

制
〞
で
、
日
本
の
力
を
上
海
で
も
最
大
限
活
か
せ

る
よ
う
努
め
る
所
存
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
企
業

や
関
連
機
関
を
積
極
的
に
訪
問
し
て
、
情
報
交
流

を
活
発
化
し
た
り
、
商
工
ク
ラ
ブ
の
理
事
会
な
ど

に
直
接
足
を
運
び
連
携
を
取
り
合
う
な
ど
、
日
頃

か
ら
、デ
ス
ク
ワ
ー
ク
に
決
し
て
留
ま
ら
な
い〝
現

場
主
義
〞
を
心
が
け
、
動
い
て
い
き
ま
す
。

交
流
を
通
し
て
日
本
の
フ
ァ
ン
を
育
成

　

ま
た
、
総
領
事
と
し
て
、
中
国
人
に
向
け
た
ア

プ
ロ
ー
チ
も
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま

す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
中
国
人
、
特
に
次
世
代

を
担
う
若
者
と
直
接
交
流
を
重
ね
る
こ
と
で
、
現

代
の
日
本
や
日
本
人
を
、
よ
り
等
身
大
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
、

街散策が好きという片山さん。先日は虹橋
エリアの旧日本人街を巡ったとか。「上海
には歴史的な建築物が多く残されている
ので、休日を利用して見て回りたい」。ちな
みに上海の道路事情については「北京時
代に訓練されているので問題ない」とか

休日には上海の街をぶらり

三浦綾子「塩狩峠」は「様々なイデオロギー
対立の中で虚無感を抱いていた学生時代
に、他人や社会のために命を捧げる様に触
れ、人生観に大きな影響を与えた」。他に、
フランクル「夜と霧」、プルースト「失われた
時を求めて」も、人間の根源を考える著作だ

多感な時期に出会った3冊

70億もの人間がいる中で、ある特定の場所
と時間を誰かと共有するのは奇跡的なこ
と。「出会いや、出会いから触発される人間
関係を大切にしたい」と、この言葉を胸に
留めている。「上海で総領事に着任したの
も一期一会、まさに縁だと感じています」

出会いや縁を大切にしたい

在上海日本国总领事馆
万山路8号
5257-4766
www.shanghai.cn.emb-japan.go.jp

実
際
の
姿
が
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
状
況
は
、

日
中
間
で
度
々
見
ら
れ
る
問
題
で
す
。
肝
要
な
の

は
、
交
流
を
通
し
て
、
実
体
験
と
し
て
日
本
と
日

本
人
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
た
と
え
ば
、
大
学

で
講
演
を
行
な
っ
た
り
、
日
本
語
学
科
の
集
ま
り

に
出
席
す
る
な
ど
、
一
方
通
行
で
は
な
い
イ
ン
タ

ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
交
流
を
図
り
、
私
自
身
も
相
手
を

知
る
良
き
機
会
と
し
た
い
と
考
え
ま
す
。　
　
　

　

当
面
の
目
標
は
、
当
地
の
〝
日
本
フ
ァ
ン
〞
を

更
に
増
や
す
こ
と
で
す
。
昨
年
、
総
領
事
館
と
し

て
1
年
間
に
発
給
し
た
訪
日
査
証
（
ビ
ザ
）
件
数
は
、

過
去
最
高
の
約
87
万
件
。
全
世
界
の
な
ん
と
30
％

を
上
海
で
発
給
し
て
い
る
計
算
と
な
り
、
ピ
ー
ク

時
に
は
、
1
日
1
万
件
以
上
発
給
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
日
本
の
魅
力
を
実
感
し
て
も
ら
う
に
は
、

や
は
り
、
実
際
に
現
地
に
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

一
番
。
訪
日
を
通
し
て
抱
い
た
良
い
イ
メ
ー
ジ
こ

そ
が
、
日
本
に
対
す
る
正
し
い
理
解
の
サ
ポ
ー
ト

に
繋
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
総
領
事
館
と
し
て
、

一
人
で
も
多
く
の
中
国
人
の
訪
日
を
促
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
査
証
業
務
を
滞
り
な
く
行
な
い
な

が
ら
、
さ
ら
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
の
促
進
に

も
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。


